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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　旨
　終末期癌患者の最期には、緩和困難な苦痛が存在し、最期の手段としてセデーションが行われることが
ある。今回、終末期に持続的セデーションを行った胃癌患者の妻と積極的に関わりそれを振り返ることで、
妻がどのような思いを抱いているのか理解を深める事ができた。セデーションを決断する家族にとって自
分が意思決定をした責任の重さや後悔の念は重くのしかかり、常に悩み揺れ動く気持ちを持っている。私
たちは家族を含めたQOLを考慮しながら、患者にとっての苦痛の意味を家族がどう感じているかを理解
する、またあらゆる場面で生じる家族の揺れる気持ちを肯定しながら、セデーションの中止という選択も
あることをふまえ時期を逃さず支援していく、という役割が必要である事を学んだ。
　　　　　　　　　はじめに
　末期癌の患者が身の置き所もない苦痛に襲われる
とき、あらゆる医学的手段をもってしてもそれを取
り除くことができない場合、最後の手段としてセデ
ーションは重要な位置を占めている。家族にとって
も、愛するものが苦しみ悶えて最期を迎えるという
ことは耐えられないことである。柏木は終末期ケア
について「患者が多くの必要をもっていると同時に、
家族も多くの必要を持っている」1）と述べている。家
族は、患者の状態を受け止め励まし支えてゆく反面、
重い精神的負担を背負っており、理性と感情の問で
揺れ動いているのである。
　今回、終末期に持続的セデーションを行った患者
の家族が中止を申し出た一事例を通し、家族の心理
について考察をしたので報告する。
　　　　　　　　　目　　的
　終末期癌患者にセデーションを決断する家族の心
理を理解し、必要な看護を明らかにする。
　　　　　　　　　用語の定義
　「セデーション」標準的治療に反応しない耐え難
い苦痛を、患者の意識を低下させることによって緩
和するために、鎮静作用のある薬物を投与すること。
　　　　　　　　　研究方法
1．研究期間　　平成！5年8月～12月
2．事例研究
　1）事例紹介　【患者】0氏　男性　59歳
　【診断名】胃癌術後　肝転移　肺転移
　【家族背景】キーパーソンである妻との二人暮し。
　　娘は独立。犬を一匹飼っており、0氏の生き甲
　　斐でもある。経済的問題があり、妻は日中働い
　　ている。
　【経過】H14年胃癌にて胃全摘。同年肝転移がみ
　　つかり肝リザーバー挿入し化学療法開始。
　　H15年1月癌性疹痛・るい痩激しく入院し、ペ
　　インコントロールを行う。その後在宅㎜、訪
　　問看護を導入し在宅療養を続けていた。同年6
　　月全身状態不良にて今回の入院となり、8．月に
　　永眠された。
　【病状認識】妻にはすべて告知している。本人に
　　は、以前肝転移告知時ショックが大きく来院し
　　なくなったことがあるため、肺転移のみ未告知
　　である。
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3．分析方法
　1）看護記録より一連の過程をセデーション導入
　　期・導入中・中止期・臨死期に分類し、苦痛・鎮静
　　に対する患者の状況・妻の状況・妻への精神的な
　　看護支援に分けて抽出する。
　2）1）で抽出したものから、妻へ介入した看護展
　　開を内海の「鎮静前後の看護とケアー家族への
　　サポート」（表1）の視点に基づき分析する。
表1　鎮静前後の看護とケア・家族へのサポート
　　　　　　　　　　　　　　　　　　内海明美2）
　　　　　　　　　　く．ξ翼．　　　、・∵一．・・駈．、
てないことが考えられた。そこで、そばにいる
妻の気持ちも考慮しながら妻が不在時の様子を
説明し、0氏の苦痛について妻と話す場を多く
作ることで、妻は現状と向き合おうと努力する
姿がみられ、セデーションの必要性を理解する
ことが出来た。（図1）
「どの藁も効かない」
「生きてるとつらい」
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妻へは不安・苦悶を見せない
1．家族に患者の状態をよくみてもらい患者にとっての苦痛の意味
　をともに考える
2．患者の意思決定が不可能な場合、鎮静を選択した家族の考えに
　間違いはない
3．そばにいる家族には患者とのスキンシップを大切にするよう働き
　かける
4。そばにいる時間が限られている家族なら、不在時の患者の様子を
　伝える
5．患者の状態に変化があればすぐに知らせる
6，今まで患者のために頑張ってきた労をねぎらう
7．それでも揺れ動く家族の気持ちを理解する
8．患者の様子を見てどう感じるか、苦しそうか楽そうか、確認する
9．予測される患者の状態を伝え、今後家族はどのようにしたらよい
　か、一緒に考えるようにする
4．倫理的配慮としてご遺族へ研究の主旨を伝え了
承を得ている。
　　　　　　　　結果及び考察
1）終末期における○氏と妻のプロセス、妻への精
　　神的看護支援（表2）
2）セデーション導入期～臨死期において最も関連
　　深かった3点について述べる。
　　『家族に患者の状態をよくみてもらい患者にと
　　っての苦痛の意味を考える』
①の導入期では、O氏は強い腹痛、全身倦怠感
　　を訴えていた。さらに「こんな状態が続くなら
　　死んだ方がいい、生きてるのがつらい」「こんな
　　風になっていくなんて思いもしなかった」「いい
　　ことがなかった、もう死ぬのか」などと訴え、
　　死への予感・恐怖・抑うつなど全人的苦痛状態
　　にあった。そのため最後の手段として持続的セ
　　デーションの必要性が検討された。しかし、妻
　　はO氏がそういったトータルペインの限界状態
　　にいることを早期に理解できないでいた。それ
　　は0氏が妻の前では苦痛を我慢し不安を吐き出
　　さなかったこと、i妻自身も現状を受け入れきれ
（Ns）1＝讐（三）
　　　　　　　情報鍵供
図1　①導入期
『患者の様子をみてどう感じるかを確認する』
②の導入中では眠っている0氏の無意識的な体
　動や発声でも、妻は何か訴えていると感じてい
　た。ここで重要なのは、我々スタッフが無意識
　的と感じる動きを家族がどう感じているのかを
　十分に引き出すことと考える。妻は0氏の刺激
　に対する反応を見て、様々な思いを表出した。
　私たちは患者の状態だけでなく、そうした妻の
　言動に注意を傾け、妻の気持ちの変化ひとつひ
　とつを捉えた。そうしたことで妻の心理への感
　心を深めることが出来た。（図2）
　　『それでも揺れ動く家族の気持ちを理解する』
　岩本らの調査では、ほとんどの家族が「苦痛を
・認・
　　　　⑧
セヂーション
　腸始　　、　　　体動・発声
しきりに声をかけて
反応を求める
（璽）＝当（三）
　　　　　　妻の気持ちを傾聴・理解
図2　②導入中
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　　　　　　　～鎮静の巾止を考慮した関わりを通して～
感じさせたくない」という理由に同意しセデー
ションを行って良かったと思っているものの、
「薬を止めたらまた苦しむのか」「もう一度目を
覚まして欲しい」「後ろめたさが残った」と、悩
み揺れ動く思いを抱いていることが明らかにな
っている。3）そして、一番辛かったことはやはり
話ができないことが多かった。清水は「話がで
きなくなったことで新たに死に対する不安や恐
怖が表れることも少なくない」4）と述べている。
③の中止期でO氏の妻も、薬を中止すれば再び
苦しむことはわかっていても、「まだ言いたいこ
とがあったのでは」「もう一度だけ声が聞きた
い」「愛犬に会わせれば良かった」と、自分が意
思決定をした責任の重さや後悔があり揺れ動く
気持ちをもっていた。そうした思いを否定せず
関わることで、妻は「もう一度痛みがでるかも
しれないが鎮静を中止してみたい」と、素直な
気持ちを表出した。岩本は「患者、家族の選択
が最良の方法であると肯定的に意味づけし支え
ていくのと同時に、患者の負担を考慮しつつだ
がセデーションコントロールも家族の気持ちに
添えるよう行っていく必要がある」3）と述べて
いる。実際に中止後、妻の「話ができて嬉しそ
うだった」という言葉に共感することで、患者
の：負担をみながらではあるが④の臨死期では家
族や愛犬と会話し、みんなで写真を撮るなどの
時間をもつことも出来た。（図3）
・渉轟
。デ．。。．（o氏）
　中止
「つらい」
「楽にしてくれ」
やはり
妻へは苦痛を
表出せず
もう一度話せる
言いたい事がありそう
話し掛けたら嬉しそうだった
⑭＝讐（三）　　　　　　　何度も話し合う　一時的なセ　　　　　　　　　妻の気持ちを肯定
一デーションを　　　　　　家旋と触れ合える増を提供
　考慮
図3　③中止期
まとめ
1．患者にとっての苦痛の意味を家族がどう感じて
　いるかを常に理解していくことで、家族がどう
　過ごし、過ごさせたいかをも引き出すことがで
　　きる。
2．終末期のあらゆる場面で生じる家族の揺れる気
　持ちを肯定しながら、鎮静の中止という選択も
　　あることをふまえ時期を逃さず支援していくこ
　　とが重要である。
　　　　　　　　　終わりに
　終末期セデーションについては、生命倫理的問題
などが関わりいまだに議論が続いている。しかしそ
の一方、ニーズは高まりつつあり、一般病棟でも実
施することが多くなった。今回は一事例であるため、
看護支援を一般化するには限界がある。今後の課題
として、患者・家族も含めた人間の尊厳と価値観の
多様性を受け入れ、共通理解を築いていくためにも、
今回の事例を活かしながら看護を提供していきたい。
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表2 終末期におけるO氏と妻のプロセス、妻への精神的看護支援
患者の状況 妻の状況 妻への精神的看護支援
腹痛、吐き気、全身倦怠感、息苦し 日中は仕事へ向かう 妻の訴えを傾聴
さ増強　麻薬のレスキューや増量も 仕事前や帰りに面会にくる 妻の不在時の情報交換
効なし　夜間殆ど恥辱不可となる 症状に対する問いかけも多い 労をねぎらう
「この痛みがもう少しどうにかなれ 本人は「治ってまた家に帰りたいと O氏と妻が過ごせる環境への配慮
ば」 言っていた」
「こんな風になっていくなんて思わ
① なかった」
導 「どの薬を使っても効かない。こん
入 な状況続くなくなら死んだほうがい｢」
期 「生きてるとつらい」妻の前では上
記話さず、看護師の前でのみ
「退院できる望みがないなら、痛み 妻の考えを尊重し、理解する姿勢を
身の置き所がない苦痛が続くDrよや精神的不安を残したまま覚めてし 保つ
り夜間安眠できる薬をすすめられ、 まうよりこのまま苦しまないように 話し合いの結果持続的セデーション
「やってみる」と就寝時鎮静剤使用 眠らせて欲しい」面会が頻回となり、 としていく
開始徐々にウトウトし始める そばにいて声をかけている。
妻の希望で持続的セデーションとな 「眠っていると坐そう」 患者の苦痛が楽になっていることを
る 伝える
血圧低めのため低量から調節
②導 半覚醒時早送りや増量で入眠 体動や開眼があると「痛みがあるの
ｩ」「つらそうでかわいそう」と話す
ｽ面、反応があったことに嬉しそう
半覚醒時妻の同意を得て早送りや増
ﾊを行う
入 刺激に対し開眼、発声するときもあ な表情あり　「やはりこれをやめると 妻と一緒にケアを行う
中 り飼い犬の名前をつぶやく 痛いんでしょうか」という言葉が聴ｩれ始める
妻の訴えを傾聴
しきりに話しかけ、反応を求めてい
る会話の成立を希望し始める
傾眠がちだが声かけに追継、発声あ もう一度話せるかもという期待 中止して妻が何をしたいか、中止に
り 「痛みがでてしまうんですよね、で よる苦痛再出現のおそれを含め何度
も話せないかな」 も話し合う
「まだいいたいことがありそう」終
日付き添うことで鎮静の中止を申し Drとも話し合う場を設ける
③ 中止後少しつつ覚醒 出る 妻の気持ちを肯定する
中 しばらくすると腹痛再出現 「私の判断で寝かせたことを後悔し 鎮静剤を中止し妻と共に見守る
止 「つらい」「楽にしてくれ」と話す竄ﾍり妻の前では上記口に出さず
た」
u先走ってしまったのでは」 苦痛出現時は一時的セデーションを
期 「本人はまだ人との接触を持ちたい 使用
のでは」
愛犬にあった時は笑顔あり、手を差 「話しかけたとき、嬉しそうだった」
し伸べている 覚醒後、愛犬を病院まで連れてきて 妻と話せる場や犬と会える場の提供
会わせる
面会者とも多数会う 妻にも笑顔が見られる
徐々に肝性脳症が進行 ほとんど付き添っている 患者はほとんど苦痛を感じていない
一時的セデーションをしなくても傾 幻覚が見えるとき「眠らせたほうが 状態だと伝える
眠がちとなる いいのか」と悩む姿あり
④臨
少しつつ幻覚出現
激xルダウンあり
しかし悩みながらも「犬と会わせら
黷ﾄ良かった」
出来て良かったことを共に喜ぶ
死 「本人の待ってろよという気持ちが 最期まで家族ができることを伝える
期 きっと伝わったと思う」u私も、家のことは大丈夫だよと伝
えられて良かった」と話す
妻が見守る中、永眠される 穏やかに死を看取る
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